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米国サマースクールキャンプでの異文化体験研修
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異文化理解を目的とした教育プログラムが様々な形で試行錯誤される中、２０００年から

独自の異文化体験プログラムを実施している東京の私立Ｔ小学校では体験研修の内容をさらに斬

新的なものに改善した。従来の語学研修に代えて、現地の私立学校のサマースクール・キャンプ

に参加するという短期留学の疑似体験を通し、英語の実践学習と、異文化に固有の社会規範を学

習体験させようというものである。この実験は２００１年と２００２年の結果の報告である。

はじめに

T小学校では、２０００年から、５年と６

年生を対象とする「異文化体験研修プログラ

ム」を実施している。第１回目のパイロット

・プログラムの成果から、異文化を理解する

ということは対象とする国の歴史や社会シス

、 「 」テムとともに その文化に固有の 社会規範

や「生活規範」を理解することが重要である

という認識をもつにいたった。そこで、２０

０１年と２００２年の異文化体験プログラム

で新しい実験を行った。サマースクール・キ

ャンプという現地の教育プログラムに参加

し、アメリカ人生徒とともに学習活動を体験

するというものである。小学校ではなかなか

できない交換留学を疑似体験しながら英語の

実践的学習を強化するとともに、アメリカ文

化の「社会規範」と「生活規範」にふれさせ

る体験を目的とした試みであった。言いかえ

れば、文化的背景や資質の異なるアメリカ人

生徒と一緒に教育活動を体験することで、異

文化の生活と行動様式を自分の目で観察し、

さらに自他の文化の相違を比較学習させよう

というものである。新しい実験は、生徒をサ

マー・スクールという夏期学校に体験入学さ

せることを主軸とし、文化・社会・歴史を学

習するためのフィールド・トリップと生活文

化の体験学習であるホームスティによって構

成された。

この新しい試みが 「英語の実践学習」と、

「異文化理解」においてどの程度まで教育効

果をもちえたかを検証してみた。

方法「サマースクール・キャンプへの参加」

T小学校５年６年の生徒２５名が参加した

サマースクール・キャンプは、ワシントンDC

郊外マックリーン市にある私立校主催の「ア

ドベンチャー・キャンプ」という夏期学校で

ある。小学校２年から６年生までを対象とし

たこのキャンプには、周辺地域からおよそ３

００人の生徒が参加している。T校生徒が参

、 。加したのは 毎年７月後半の２週間であった

キャンプのカリキュラムは 「アカデミッ、

ク 「アート 「ミュージック 「スポー」、 」、 」、

ツ 「スペシャル・アクティビィティー」」、

とよばれる５科目から構成され、各科目には

５から７クラスの選択肢が準備されている。

、 、 、例えば アカデミック科目には フランス語

スペイン語、ＥＳＬ、算数、創作、タイピン
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グ、そして自然観察のクラスがある。キャン

プは、３０分の昼食時間をはさんで午前９時

から午後３時まで、一日６クラスの構成とな

っている。

T校生徒は、朝夕のスクール・バスを利用

して通学し、学校に到着すると各自のホーム

・ルームで出席をとった後、それぞれの選択

クラスに毎時間移動した。生徒達のほとんど

は、ＥＳＬ、テニス、バスケットボール、衣

服アート、美術・工芸、タイピング、コンピ

ューター・ファンやスイミングを選んだ。各

クラスは１０人前後の生徒で編成され、アメ

リカ人教師の指導のもとにそれぞれの科目が

進められる。キャンプ側のはからいで、T校

生徒が１つのクラスに固まらないように編成

してくれたため、１クラスに１人ないしは２

人の日本人という割り合いであった。キャン

プは午後２時４５分に全科目が終了し、３時

のスクールバスで宿舎に戻るという日課であ

る。

放課後は、つきそい教師の引率でショッピ

ングやフィールド・トリップに出かけた。ス

ミソニアン博物館や議会図書館、動物園、国

立公園、近郊の古都市などを見学したり、ア

メリカ人家庭のガーデン・バーベキューに参

加したり、近くの公園やプレイ・グランドで

近隣の子供達と一緒に遊ぶ時間を過ごした。

週末には、２泊３日でアメリカ人家庭にホー

ムスティを行った。ホームスティ先には、で

きる限り子供のいる家庭が準備され、ここで

も同世代のアメリカ人と交流しやすい環境が

設定された。

結果

T小学校では週２１．英語の実践学習：

回の英語学習を行っているが、研修参加生徒

達は、さらに１２時間の準備学習をうけてキ

ャンプに参加した。キャンプやホームスティ

で生きた英語に接して、彼らの英語実践がど

のような結果を得たかについて調べてみた。

研修前の予備調査では、英語を使用するこ

との期待感（９３．９％）と不安感（８４．

８％）は相半ばしていた。キャンプ開始の数

日間はクラスメートとの会話も少なく、何事

にも消極的がちな生徒が多かった。ところが

キャンプを通じて、クラスメートとの会話は

１６人（７２．７％）が「とても多かった」

と回答し、残りの６人（２７．３％）も「多

かった」と答えている。積極的に会話を試み

てはいるが、１７人（７７．３％）は相手の

いっていることが理解できなかったり、自分

の言いたいことを伝えられない悔しさを自覚

した。それでも２週間が過ぎる頃には、６割

の生徒が、指導教師や友人のいっている意味

が「わかる」と感じるようになった。１０人

（ ． ） 、 「 、４５ ５％ の生徒は 英語が ある程度

理解できた」といい、３人（１３．６％）は

「よく理解できた」と答えている。総体的に

英語の実践を楽しんだようで、７人（３１．

） 「 」 、９％ の生徒は ある程度楽しめた といい

１３人（５９．１％）は「大いに楽しめた」

と答えている。半数以上の生徒が「友人がで

きて嬉しかった 「ホームスティを楽しん」、

だ」と回答しているのは英語でのコミュニケ

ーションが通じたことの表れである。英語の

実践から、１９人（８６．４％）が語学力は

「絶対に必要」と答え、コミュニケーション

能力の必要性を認識した。帰国後３ヶ月の時

点で英語学習の意欲を調べると ２１人が と、 「

てもある」という積極的な回答をしている。

英語にチャレンジし、意思疎通の喜びと悔し

さを経験したことは、英語学習にとってかけ

がえのない刺激をもたらしたことがわかっ

た。

アメリカ人の生活と行２．異文化理解：

動様式の観察から、日米文化の相違として次

の４点が認識された。

第１は、アメリカ人の考え方や行動様式に

おける相違である。１２人（５４．６％）が
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日米の違いを「大いに感じた」と答えた。具

体的な例として、クラスの中や話し合いの場

で「何かをしながらでもいいから人の話は聞

く」態度 「どんな事でもいいから意見を出、

している」点、持ち物について「自分たちで

必要だと思った物を」持参したり 「人まか、

せにしない」自主性をあげていた。第２は、

日米の家庭文化と生活様式についての相違で

ある。違いを「大いに感じた」１１人（５０

％）は、次のように指摘する。女の子が母親

のお菓子作りに手伝う姿を見て感動したり、

家族どうしが人の話しをよく聞くことや、自

分の意見をはっきり述べることなどであっ

た 「夜になって外で遊んでいる子供はいな。

かった 「家族で生活する時間が日本より」、

多かった」という意見もあげられた。第３の

日米両国の文化や習慣についてもほぼ同様の

結果を得た。 １３人（５９．１％）が、違

いを「大いに感じた」と回答した。相違点を

大別すると 「どんなことに対しても、はっ、

きりと自分の意見をいうアメリカ人の態度や

考え方 「銃の所持を許す国 「アメリカ」、 」、

の民主主義と自由さ」というものであった。

第４にアメリカに対するイメージの変化を調

。「 」 （ ． ）べた 少し変わった が７人 ３１ ８％

で 「大いに変わった」が１０人（４５．５、

％ という結果であった 変化の内容は 思） 。 、「

っていたよりすばらしい国」というイメージ

の変化が一番多く、２１人（９５．５％）を

数えた。研修中に出会った人々の明るさや親

切さ、あるいは生活環境の中に自然が豊富に

あることの発見に基づく意見である。次に多

かったのは１５人（６８．２％）の「思って

いたほど恐ろしい国ではなかった」というも

のであった。ここでは、テロ攻撃をうけたこ

、 、とや 銃による殺傷というイメージに較べて

思った以上に安全で、明るさのみなぎる国で

あることに気づいた結果である。

考察

キャンプ中は、毎1. 英語の実践学習：

日１時間のESLクラスに参加し、英語の発音

とヒアリング、イディオムの使い方、リーデ

ィングなど基本的な英語の学習を行った。そ

の他のクラスも全て英語で行われるが、スポ

ーツ系、アート系、コンピューター系の科目

であり、学習していることの目的とプロセス

が理解できるために言葉の障害を超えて理解

できた。英語力の過不足は大きな問題となら

なかったようである。しかしながら、クラス

の授業や活動についていく上で、英語を学ぶ

という受動的な学習法ではなく、相手の言う

ことを理解し、自分の意見を伝えるために、

英語能力を最大限に活用するという能動的な

使用法を駆使しなければならなかった。この

、 。点は ホームステイにおいても同様であった

さらに、同世代のアメリカ人と会話ができた

ことは有益なことであった。教師から英語を

教わるという指導学習的方法から解放され

て、英語をコミュニケーションの手段として

実用する体験ができたからである。そのため

に言葉の通じた時の喜びと、反対にコミュニ

ケーションができなかった時の「悔しさ」を

実感することができたのであると思う 。ま。

、 、たそれゆえにこそ 英語を続けて学習しよう

という強い意識を導き出したものといえるの

ではないだろうか。

文化の背景を形成する２．異文化理解：

「社会規範」や「生活規範」というものは、

知識として学ぶだけでなく、社会生活を通し

て学習し、理解し、受容していくものである

から、２週間という短期間では、これらの規

範を理解することは無理であったようだ。規

範というものを理解するレベルにはいたらな

かったのである。しかしながら、サマースク

ール・キャンプという学校組織が主催する教

育プログラムに参加し、その中で決められた

ルールを理解し、義務を遂行するという基礎

的な「社会規範」を学習できたといえよう。
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アメリカ人の学校生活という場における教師

と生徒の交流、それぞれの責任分担やルール

の遵守というものを観察できたからである。

また日常生活の場であるアメリカ人家庭に入

り、親子関係の営みとともに、アメリカ人の

日常の思考法や行動様式を体験することもで

きた。これらの体験を通して、アメリカ人の

国民性や行動様式を直に観察できたことは大

きな収穫であった。とりわけ同世代のアメリ

カ人が、自分の意見を述べる態度や自主性と

いうものを見聞して、自他の文化の違いを認

識できたことは得難い経験であった。

この研修プログラムは、異文化理解のため

の基本概念を十分に学習できたといえる。

おわりに

アメリカのサマースクール・キャンプとい

う教育プログラムにおいて、文化的背景や資

質の異なる生徒どうしが同一の体験を共にす

ることは、教室内の授業や教科書から学ぶ教

育では図れないほどの教育効果をもっている

ことがわかる。

まずは、言語の学習における効果である。

教室内で学ぶ英語という性格を越えて、実際

の活動の中で生きた言葉として学ぶことがで

きた。さらにアメリカの学校生活や日常生活

の場に参加し、彼らの国民性や行動様式を直

に観察したことは、自他の文化や慣習の相違

を考えるための生きた教材になったはずであ

る。

従来の語学研修やホームスティ研修では、

このような学習体験が容易に達成されにくい

ことを考えると、T小学校のサマースクール

・キャンプ参加は、非常に革新的な研修プロ

グラムであるといえよう。重要なことは、こ

の異文化体験研修で培った体験と認識を次な

るステップに繋げ、異文化を理解する能力と

資質を向上させていくことである。
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1、サマーキャンプ参加にあたり：

1－1「サマーキャンプに参加し、英語を試

してみる期待感はどの位ありますか？」

あまり期待していない ２人 ６．１％

少しは期待している １３人 ３９．４％

大いに期待している １８人 ５４．５％

合計 ３３人 １００％

1－2 「サマー･キャンプで言葉の通じな、

い不安はどの位ありますか？」

あまり不安はない ５人 １５．２％

少し不安 １０人 ３０．３％

大いに期待している １８人 ５４．５％

合計 ３３人 １００％

２．英語の実践について：

2－1 「アメリカ人の参加者と英語で会話、

をする機会はありましたか？」

あまりできなかった ０人 ０％

少しはできた ６人 ２７．３％

大いにできた １６人 ７２．７％

合計 ２２人 １００％

2－2 「研修中、英語が通じなくて悔しい、

と思ったことがありましたか？」

ものすごく悔しかった １０人 ４５．５％

少し悔しかった ７人 ３１．８％

あまり悔しくなかった ５人 ２２．７％

合計 ２２人 １００％

2－3 「キャンプ中、英語が理解できまし、

たか？」

全くできなかった １人 ４．５％

あまりできなかった ２人 ９．１％

少ししかできなかった ６人 ２７．３％

ある程度できた １０人 ４５．５％

良くできた ３人 １３．６％

合計 ２２人 １００％

2－4 「英語でのコミュニケーションを楽、

しむことができましたか？」

全くできなかった ０人 ０％

あまりできなかった １人 ４．５％

少ししかできなかった １人 ４．５％

ある程度できた ７人 ３１．９％

良くできた １３人 ５９．１％

合計 ２２人 １００％

2－5 「外国人とコミュニケーションがで、

きるだけの語学力をつけることは必要だと思

いましたか？」

絶対に必要 １９人 ８６．４％

ある程度必要 ３人 １３．６％

あまり必要ない ０人 ０％

合計 ２２人 １００％

2－6 「帰国後３ヶ月が過ぎた今でも英語、

を勉強しようという意思はありますか？」

とてもある ２１人 ９５．５％

少しはある １人 ４．５％

あまりない ０人 ０％

合計 ２２人 １００％
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３．異文化理解について：

3－1 「日米の同年代の人に、考え方や行、

動面で違いを感じましたか？」

あまり感じなかった ０人 ０％

少しは感じた １人 ４．５％

ある程度感じた ２人 ９．１％

だいぶ感じた ７人 ３１．８％

大いに感じた １２人 ５４．６％

合計 ２２人 １００％

3－2 「日米の家庭文化と生活様式に違い、

を感じましたか？」

あまり感じなかった ０人 ０％

少しは感じた １人 ４．５％

ある程度感じた ４人 １８．２％

だいぶ感じた ６人 ２７．３％

大いに感じた １１人 ５０．０％

合計 ２２人 １００％

3－3 「日米の文化や習慣に違いを感じま、

したか？」

あまり感じなかった ０人 ０％

合計 ２２人 １００％

3－4 「研修に参加して、アメリカの文化、

や社会が少し理解できたと思いますか？」

理解できたと思う ２１人 95.5％

よくわからなかった １人 4.5％

あまり理解できなかった ０人 ０％

合計 ２２人 １００％

3－5 「アメリカを見て、アメリカのイメ、

ージは変わりましたか？」

大いに変わった １０人 ４５．５％

少し変わった ７人 ３１．８％

あまり変わらなかった ５人 ２２．７％

合計 ２２人 １００％

3－6 「アメリカのイメージはどのように、

変わりましたか？」

－思っていたよりすばらしい国だった

（21人、95.5％）

－アメリカ人は明るく親切 （3人）

－自然が豊富であった （2人）

－思っていたほど恐ろしい国ではなかった

（ 、 ）15人 68.2％

－テロや銃の国と思っていたが、

（ ）思ったよりは安全で明るい国 6人

－テロ攻撃をうけたというイメージは

（ ）なかった 2人


